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第６回森林文化講演会 『環境共育としての南足柄山地の物語』 

―戦中・戦後の禿山を修復して育った自然林の植物と土壌など― 

講師：東海大学名誉教授 佐々木 園子氏 

 

 

 

    

 

 

＜ 森林文化部会 理事 高橋 修 ９期 ＞ 

平成２７年３月１日(日)、桜美林大学淵野辺 PFC において、恒例となった「第６回森林文化講演会」を

東海大学名誉教授の佐々木園子氏をお招きし開催いたしました。 

今年も雨という天候の中でしたが、７８名(会員：５５名、一般２３名)の方のご参加をいただき、盛会のなか

講演が始まりました。 

 講演は元素、細胞から話が始まり、生命の階層構造、生

命、生態系と続き、どんな話になるのか少し身構えました

が、1980 年代から南足柄地区での開発計画による造成地

の遷移調査を皮切りに、地元足柄地区の開発による自然

破壊と自然治癒力といえる森林遷移も、土壌、標高、開発

段階の差により生育する草本類と遷移段階が異なるなど、

多くの地元参加者にとって興味深い講演であったと思い

ます。 

 参加者の方からは地元で活動している方の講演であり、

楽しみにしてきたが大変良かったとの言葉も頂きました。 

 身近な地域でもわずかな環境の違いにより、出現する植物群の種類や発生過程を知ることができたこ

とは、今後の活動に大いに参考になるのではないかと思っています。 

 本講演に対し、お忙しい中にもかかわらず参加いただいた方々には、心よりお礼申し上げます。 
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佐々木 園子氏 プロフィール 

1976 年東海大学教養学部生活学科転職 

現在：東海大学名誉教授  

「足柄地域の暮らしと環境を考える会」代表 

講演風景 

佐々木氏 と 講演会場全景 


